
 

2026年 3月 5日 

大阪公立大学 

2028 年度入試に係る変更について 

 

◆理学部（物理学科） 

『学校推薦型選抜』 
 

 

１． 募集人員 

10 名（一般枠 5名、女子枠 5名） 

総合判定の結果により、合格者数が募集人員に達しない場合があります。その欠員数は、一般選抜

（前期日程）の募集人員に加えます。 

 

２．出願資格等 

 (1)  出願できるのは、次の各号の全てに該当する者に限ります。 

① 高等学校等を卒業した者及び 2028年３月に卒業見込みの者（留学等により、2027 年４月１日以

降に高等学校等の卒業を認められた（見込み）者を含む。）又は通常の課程による 12年の学校教

育を修了した者及び 2028年３月 31日までに修了見込みの者 

② 学力だけでなく、人物・能力において特に優れ、本学科での勉学に強い意欲をもち、出身学校

長が責任をもって推薦できる者 

③ 令和 10（2028）年度大学入学共通テストの所定の教科・科目を受験する者 

④ 合格した場合は、必ず入学することを確約できる者 

 (2)  各高等学校等で推薦できる人数に制限はありません。 

 (3)  女子は女子枠と一般枠を併願できます。また、どちらか一方のみでの出願も可能です。  

 (4)  併願者は、女子枠としての合格が優先されます。 

注 一般枠は性別によらず出願可能な受験区分です。 

 

３．入学者選抜方法 

 １ 選抜方法等 

＜第１次選考＞ 

大学入学共通テスト、出願書類（調査書、出身学校長の推薦書、志望理由書）を総合して判定しま

す。  

  ＜第２次選考＞ 

大学入学共通テスト、総合問題、口述試験を総合して判定します。女子枠と一般枠の併願者に限

り、第２次選考において女子枠で不合格となった者は、一般枠に該当する者と共に再度選抜しま

す。 

  ※次の者は、合否判定の対象にはなりません。 

・大学入学共通テストで指定した教科・科目を受験しなかった者 

・個別学力検査等で指定した教科・科目を受験しなかった者 

 

 



 

 

 ２ 利用教科・科目及び配点 

  ＜第 1次選考＞ 

試験区分 教科 科目名等 配点 

大学入学

共通テスト 

国 国 100 

地歴 

公民 

「地総、地探」、「歴総、日探」、「歴総、世探」、 「公、倫」、

「公、政・経」、「地総/歴総/公」から１ 
50 

数 「数Ⅰ、数Ａ」と「数Ⅱ、数Ｂ、数Ｃ」 100 

理 物と 化、生、地学から１ 100 

外 英、独、仏、中、韓から１ 100 

情 情Ⅰ 25 

個別学力 

検査等 
その他 出願書類 50 

配点合計 525 

 

  ＜第 2次選考＞ 

試験区分 教科 科目名等 配点 

大学入学

共通テスト 

国 国 100 

地歴 

公民 

「地総、地探」、「歴総、日探」、「歴総、世探」、 「公、倫」、

「公、政・経」、「地総/歴総/公」から１ 
50 

数 「数Ⅰ、数Ａ」と「数Ⅱ、数Ｂ、数Ｃ」 100 

理 物と 化、生、地学から１ 100 

外 英、独、仏、中、韓から１ 100 

情 情Ⅰ 25 

個別学力 

検査等 

その他 

総合問題 

（数｢数Ⅰ、数Ⅱ、数Ⅲ、数Ａ、数Ｂ、数Ｃ｣、 理｢物基・物｣、

外｢英｣） 

200 

その他 口述試験 200 

配点合計 875 

 （注）表中の教科・科目名の表記及び注意事項等について、次ページに記載があります。 

・総合問題は、数学、物理、英語の基礎学力を問い、口述試験は、学習意欲、学習能力等を問い

ます。 

  



 

教科・科目名の表記及び注意事項等について 

 

１ 大学入学共通テストの利用教科・科目名は次のように略しています。 

＜教科名＞ 

国語 → 国、地理歴史 → 地歴、数学 → 数、理科 → 理、外国語 → 外、情報 → 情 

＜科目名＞ 

『国語』→ 国 

    『地理総合，地理探究』→「地総、地探」、『歴史総合，日本史探究』→「歴総、日探」、 

『歴史総合，世界史探究』→「歴総、世探」、『公共，倫理』→「公、倫」、 

『公共，政治・経済』→「公、政・経」、『地理総合／歴史総合／公共』→「地総/歴総/公」 

    『数学Ⅰ』→ 数Ⅰ、『数学Ⅰ，数学Ａ』→「数Ⅰ、数Ａ」、 

『数学Ⅱ』→ 数Ⅱ、『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』→「数Ⅱ、数Ｂ、数Ｃ」、 

『数学Ⅲ』→ 数Ⅲ、『数学Ａ』 → 数Ａ、『数学Ｂ』→ 数Ｂ、『数学Ｃ』→ 数Ｃ 

『物理』→ 物、『化学』→ 化、『生物』→ 生、『地学』→ 地学 

    『英語』→ 英、『ドイツ語』→ 独、『フランス語』→ 仏、『中国語』→ 中、『韓国語』→ 韓 
    『情報Ⅰ』→ 情Ⅰ 

 

◎個別学力検査の出題教科・科目名は、上記と同様に略すほか、次のように略しています。 
「物理基礎」→ 物基 

２ 大学入学共通テストの利用方法については、次の例のように利用科目名、利用方法を示しています。 

【例】 

国語のみを指定 → 国 

地歴・公民から１科目を選択 → 「地総、地探」、「歴総、日探」、「歴総、世探」、 

「公、倫」、「公、政・経」、「地総/歴総/公」 

「数Ⅰ、数Ａ」と「数Ⅱ、数Ｂ、数Ｃ」の２科目を選択 → 「数Ⅰ、数Ａ」と「数Ⅱ、数Ｂ、数Ｃ」 

 

理科２科目のうち物理を指定、残り１科目を選択 → 物と 

                         化、生、地学から１ 

３ 「地理歴史・公民」の選択科目について 

『地理総合／歴史総合／公共』を選択する場合は、「地理総合」、「歴史総合」、「公共」の３つ

の出題範囲から、そのうち２つを選択解答します。 

４ 教科・科目欄の注意事項について 

【大学入学共通テストの利用教科・科目名】欄 

・「地理歴史・公民」において、受験科目を２科目受験した場合は、第１解答科目の得点を採用します。 

・「外国語」の『英語』については、「リーディング」100点、「リスニング」100点の合計 200点を「リ

ーディング」150点、「リスニング」50点の合計 200点に換算し、外国語（英語）の得点として、各

学部・学域等の配点に換算します。また、「リスニング」を免除された者については、「リーディン

グ」100 点を 200 点に換算し、各学部・学域等の配点に換算します。 

英語以外の外国語を選択した場合は、「筆記」200点を各学部・学域等の配点に換算します。 

 

 

 

から 1 

本学では「地理歴史」、「公民」を合わせて１教科として取り扱います。 



 

【個別学力検査等】欄 

・数学 

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学Ａは全範囲からの出題とします。 

数学Ｂは「数列」を出題範囲とします。 

数学Ｃは「ベクトル」、「平面上の曲線と複素数平面」を出題範囲とします。 

・理科 

「物理基礎・物理」は物理基礎及び物理の全範囲からの出題とします。 

・外国語 

英語は[英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論

理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ]を出題範囲とします。なお、個別学力検査においてリ

スニングは課しません。 

 

【大学入学共通テスト・個別学力検査等の配点等】欄  

・２科目を課す教科の配点は、合計得点を表しており、それぞれの配点は同点とします。  

 

 

 

以上 
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